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はじめに




















県外避難は 5 万人を割った（復興庁 2013 年 11
小林 　茂 ＊
─何が復興を阻んでいるのか─




















































2000 年 8 月 16 日、磐梯山の臨時火山情報「14





























2000 年 11 月、オーストリア・スキーリゾート
地のトンネル内でケーブルカーが火災を起こし、













3 年目の 3.11 福島発から 57
2 区域再編と安全網の課題




超）、「居住制限区域」（同 20 超～ 50mSv 以下）、















































卑近な事例として、2013 年 3 月に起きた第一













がなく右往左往した 3 年前の 3.11 当時と何ら状
況は変わっていないのである。
2─3　形ばかりの訓練


































聞 2012 年 10 月 3 日付）で明るみに出た。
秘密会問題や、調査の進め方を巡る批判、検査
する側と管理する側が同じという利益相反を問わ


















2012 年 12 月、被ばく量推計のための乳歯保存
に関する県議会質疑に絡んで、否定的見解の助言
を求めるメールを検討委事務局の担当者が委員に












直近（2014 年 2 月 7 日）の第十四回検討委員会。
小児甲状腺がんは 33 人（前回 26 人）、悪性疑い







する基本調査は、対象者 205 万 6994 人に対し回






















































2013 年 2 月、福島市であった「原発被災 12 市
表 1 2013 年度の福島県主要首長選挙結果
市町名 投開票日 結 果（数字は得票数） 投票率（前回投票率）
郡山市 2013 年  4 月 14 日 新 61468：現 53812 45.01%（51.54%）
富岡町 2013 年  7 月 21 日 新 3916：現 3859 68.00%（88.21%）
いわき市 2013 年  9 月  8 日 新 55367：現 48179：新 31402：新 3377 51.13%（56.02%）
福島市 2013 年 11 月  7 日 新 72441：現 32851：新 7620 49.10%（38.18%）
二本松市 2013 年 11 月 24 日 新 15632：現 14930 64.72%（76.95%）
広野町 2013 年 11 月 24 日 新 2017：現 1334 81.19%（88.5%）
相馬市 2013 年 12 月 22 日 現 9385：新 9110 63.96%（69.77%）
南相馬市 2014 年  1 月 19 日 現 17123：元 10985：新 5367 62.82%（67.43%）
伊達市 2014 年  1 月 26 日 現 16493：新 13559：新 1062：新 438 59.95%（65.30%）
喜多方市 2014 年  1 月 26 日 現 14842：新 6886 52.93%（75.28%）
注記　現：現職、元：元職、新：新人





























































（2013 年 6 月 27 日）
この号で、仁志田氏は、低線量地区の全面除染
の必要がない根拠として①低線量地域の除染は低
減効果が低い② 0.5μSv/ 時でも 1mSv/ 年を超え
ないことがガラスバッジ実測でわかった③除染目








管内の教育長を中心に 2012 年 12 月から始まった
中高一貫校論議。原発 20km 圏の外側・広野町に
2015 年開校が決まった。
2013 年 12 月定例県議会。知事は所信表明の中
で「大学進学を目指す生徒、職業人やトップアス
リートを目指す生徒など、入学する子供たちの幅








2013 年 10 月、県教委が実施した中高一貫校
に関するアンケート調査。県内の中学 1、2 年生
































































次に、想定される避難解除時期（2014 年 3 月）
での帰村について、帰る 15.8％、帰らずに様子を
見る 49.5%、10 年以上帰らない 11.4%、将来的に








































一方、2013 年 8 月、住宅内の汚染状況調査結
果（平均値＝ 1 階の床 1m 高 1.1μSv/ 時、天井 1.5






















































 2012 年度に続いて 2 回目。第一原発周辺 10 自治体
のうち 7 市町村分がまとまった。「戻らない」と答
えた人は、大熊町で 67.1％（前回 42.3％）、年代別で
は 20 代が最も高く 77.8％、双葉町は 64.7％、年代別
では 30 代が最も高く 80.8％、富岡町は 46.2％、浪江
町は 37.5％。いずれも、20 代、30 代の若年層を中心
に戻らないと答えた割合が高い。
2） 茨城県広域避難者調査
 2012 年 8 月～ 9 月、茨城大地域総合研究所が実施。











皆アンケート調査速報」2013 年 1 月 8 日。
